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総
合
科
学
研
究
科
助
教
授
の

桑
克
彦
委
員
が
意
見
書
を
提

出
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
資

料
と
し
て
配
ら
れ
た
。

　
松
本
委
員
は
、
指
定
計
量

標
準
制
度
を
J
C
S
S
の
枠

組
み
で
供
給
す
る

と
、
従
来
C
E
R
I

が
主
に
行
っ
て
き
た

国
家
計
量
標
準
や
標

準
物
質
な
ど
の
開
発

が
時
間
と
経
費
の
面

か
ら
敬
遠
さ
れ
、
本

来
あ
っ
た
J
C
S
S

の
枠
組
み
が
阻
害
さ

れ
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
。
国
家
標
準
と

な
っ
た
と
き
の
指
定

取
り
消
し
は
公
の
場

で
行
う
な
ど
、
透
明
性
あ
る

制
度
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と

要
望
し
た
。

　
他
の
委
員
が
制
度
の
位
置

づ
け
を
再
度
確
認
し
た
い
と

発
言
し
、
事
務
局
が
報
告
書

案
の
趣
旨
を
述
べ
た
。
計
量

法
で
は
国
家
計
量
標
準
の
供

給
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
標

準
が
な
い
も
の
は
、
あ
る
も

の
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る

も
の
を
標
準
に
置
く
。
こ
れ

更新制再導入も含め、計量証明事業は管理強化の方策を検討 

た
。
事
業
者
の
品
質
担
保
に

あ
た
り
、
更
新
制
の
再
導
入

を
検
討
す
る
意
見
が
挙
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

事
業
者
、
地
方
自
治
体
と

い
っ
た
関
係
者
に
対
し
、
別

途
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
と
事
務
局

が
報
告
し
た
。

　
前
回
会
合
で
都
道
府
県
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
紹
介
さ

れ
た
が
、
更
新
制
を
導
入
す

る
べ
き
で
な
い
と
す
る
回
答

が
　
件
に
対
し
、
導
入
し
た

29
方
が
よ
い
と
し
た
回
答
は
　18

件
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
更
新

制
導
入
を
検
討
す
る
の
か
、

と
委
員
が
質
問
し
た
。
事
務

局
は
、
登
録
制
を
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
り
、

更
新
制
も
取
り
消
し
基
準
を

策
定
す
る
中
で
の
選
択
肢
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
度
廃
止

し
た
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
実
務
を
担
当
す
る
地
方

自
治
体
の
意
見
を
尊
重
し
た

い
と
回
答
し
た
。

　
特
定
計
量
証
明
事
業
（
M

L
A
P
）
に
つ
い
て
は
、
前

回
報
告
書
案
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
て
い
る
。
M
L
A
P
は

I
S
O
／
I
E
C
1
7
0
2

5
に
準
拠
す
る
が
、
一
般
計

量
証
明
事
業
は
従
来
の
基
準

の
ま
ま
で
、
I
S
O
／
I
E

C
1
7
0
2
5
準
拠
で
は
な

い
。
今
後
他
分
野
で
I
S
O

／
I
E
C
1
7
0
2
5
準
拠

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

M
L
A
P
の
範
囲
を
拡
大
し

て
対
応
す
る
。 

　
第
3
W
G
は
、
昨
年
9
月

か
ら
9
回
に
わ
た
り
討
議
し

て
き
た
。
今
井
秀
孝
W
G
座

長
は
、
さ
ら
に
よ
い
報
告
書

が
で
き
る
と
、
委
員
の
活
発

な
意
見
に
感
謝
し
た
。
松
本

隆
太
郎
審
議
官
は
、
熱
心
な

審
議
を
極
力
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
、
計
量
制
度

見
直
し
は
こ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
く
、
今
後
も
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
ほ
し
い
、
と
委

員
に
対
し
あ
い
さ
つ
し
た
。 

【
訂
正
】
4
月
　
日
付
2
6

16

2
6
号
1
面
記
事
中
、
第
2

W
G
の
開
催
日
は
正
し
く
は

4
月
　
日
で
す
。
お
わ
び
し

12

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

が
指
定
計
量
標
準
制
度
で
、

海
外
の
国
家
標
準
機
関
が
供

給
す
る
計
量
標
準
や
、学
会
、

業
界
内
で
使
わ
れ
て
い
る
標

準
を
対
象
に
想
定
し
て
い

る
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
国
家

計
量
標
準
が
整
備
さ
れ
る
ま

で
の
暫
定
的
措
置
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
指
定
計

量
標
準
の
指
定
が
ゆ
る
い
と

本
来
の
目
的
が
失
わ
れ
る
。

一
時
的
な
標
準
か
、
国
家
標

準
に
昇
格
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
を
審
査
し
、
期
間
限

定
に
す
る
な
ど
、
方
向
性
を

明
示
す
べ
き
で
あ
る
、
と
発

言
し
た
委
員
が
い
た
。
別
の

委
員
は
、
標
準
が
必
要
か
ど

う
か
は
最
終
的
に
は
社
会
が

決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
が

重
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
計
量
証
明
事
業
は
一
度
登

録
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
後
連

絡
な
し
に
事
業
者
が
移
転
す

る
な
ど
、
追
跡
が
で
き
に
く

い
。
登
録
の
取
り
消
し
基
準

を
策
定
し
、
悪
質
な
業
者
に

は
事
業
停
止
な
ど
の
措
置
も

行
え
る
よ
う
、
罰
則
を
規
定

す
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

の
環
境
担
当
部
署
が
計
量
証

明
事
業
を
発
注
す
る
際
、
請

負
企
業
の
レ
ベ
ル
を
審
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
、
発
注
者

の
管
理
責
任
を
報
告
書
案
に

追
加
し
た
。 

　
こ
の
説
明
に
対
し
、
悪
質

な
事
業
者
は
ご
く
一
部
で
あ

り
、
道
交
法
で

も
、
飲
酒
運
転

を
厳
し
く
し
た

ら
ひ
き
逃
げ
の

件
数
が
増
え
た

例
を
引
用
し
、

罰
則
を
厳
し
く

す
る
こ
と
が
不

正
を
増
や
す
環

境
を
作
っ
て
い

る
の
で
は
な
い

か
、
と
指
摘
し

た
委
員
も
い

た
。
ま
た
、
事
業
者
の
能
力

は
担
当
す
る
計
量
士
の
能
力

と
も
い
え
、
個
々
の
資
質
担

保
に
も
気
を
配
る
べ
き
だ
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。 

　
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年

の
改
正
計
量
法
で
更
新
制
は

廃
止
さ
れ
、
不
正
事
業
者
な

ど
の
登
録
を
経
済
産
業
大
臣

名
で
取
り
消
し
等
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
が
、
今
ま
で
取

り
消
さ
れ
た
事
例
は
な
か
っ
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第
3
W
G
最
終
会
合
、
指
定
計
量
標
準
制
度
創
設
へ
 陰
面

地
域
計
量
機
関
人
事
柑
、
産
総
研
人
事
、
経
済
産
業
省
人
事
   隠
面

地
域
人
事
柑
、
長
野
計
器
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
ェ
ア
、
青
森
県
計
量
協
会
指
定
機
関
 
韻
面

資
料
・
第
3
W
G
報
告
書
案
柑
、
第
3
回
小
委
員
会
議
事
要
旨
柑
 吋
面

あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
監
　
　
　
　
　
　
　
　
 右
面

寄
稿
・
黒
須
茂
氏
、
秋
山
幸
示
氏
　
　
　
　
　
　
　
 宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
1
4
）、社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
 烏
面

I
N
T
E
R
M
E
A
S
U
R
E
2
0
0
6
盛
況
、佐
藤
計
量
器
入
社
式
と
総
会
　
羽
面

　
計
量
行
政
審
議
会
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第
3
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）
第
9
回
会
合
が
4
月
　
日
午

14

後
、
経
済
産
業
省
別
館
　
階
1
1
2
0
会
議
室
で
開
か
れ

11

た
。
各
W
G
ご
と
の
検
討
課
題
の
ほ
か
、
W
G
を
横
断
す

る
制
度
を
2
月
開
催
の
小
委
員
会
で
審
議
し
て
お
り
、
こ

れ
で
報
告
書
案
が
す
べ
て
出
揃
っ
た
。　
日
開
催
の
第
4

27

回
小
委
員
会
で
、
報
告
書
案
全
体
が
審
議
さ
れ
る
。

　
議
事
の
前
に
委
員
交
代
を

発
表
し
た
。
三
菱
化
学
㈱
の

梶
原
泰
裕
委
員
に
代
わ
り
、

同
社
技
術
・
生
産
セ
ン
タ
ー

技
術
部
長
兼
企
画
調
整
部
長

の
石
川
甚
秀
委
員
が
着
任
し

た
。
石
川
委
員
は
第
3
W
G

の
ほ
か
、
小
委
員
会
委
員
も

梶
原
委
員
か
ら
引
き
継
ぐ
。

　
前
回
（
第
8
回
）
会
合
の

議
事
録
は
、
委
員
の
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。
報
告
書
案

の
審
議
に
移
っ
た
。
第
3
W

G
に
関
す
る
部
分
で
、
前
回

会
合
時
の
報
告
書
案
か
ら
変

更
し
た
点
に
絞
っ
て
、
事
務

局
が
説
明
し
た
。

　
指
定
計
量
標
準
制
度
（
準

国
家
計
量
標
準
制
度
か
ら
名

称
変
更
）
に
つ
い
て
は
、
苛

化
学
物
質
評
価
研
究
機
構

（
C
E
R
I
）
の
松
本
保
輔

委
員
が
要
望
を
、
そ
れ
に
対

し
て
筑
波
大
学
大
学
院
人
間

指定計量標準制度の階層図（第 3WG報告書案より）。
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